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２
０
２
２
年
度
の
夏
に
経
産
省
か
ら
の
委
託
事
業
と
し

て
始
ま
っ
た
「
福
島
浜
通
り
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

一
過
性
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
10
年
間
続
け
る
こ
と
を
一

区
切
り
の
目
標
と
し
て
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

復
興
の
最
中
、
年
々
移
り
変
わ
る
双
葉
町
の
姿
を
、
プ

ロ
の
映
画
人
と
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
が
共
に
カ

メ
ラ
を
通
じ
て
、「
映
画
」
と
い
う
形
で
記
録
し
続
け
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
と
同
時
に
、
震
災
前
か
ら
双
葉
町
に

伝
承
さ
れ
て
き
た
歴
史
や
文
化
、
そ
し
て
震
災
以
降
、
遠

く
離
れ
た
場
所
か
ら
双
葉
町
に
思
い
を
馳
せ
る
人
々
の
心

の
中
に
あ
る
「
変
わ
ら
な
い
双
葉
町
」
の
姿
も
改
め
て
見

つ
め
直
す
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

４
年
目
を
迎
え
る
今
回
は
、
双
葉
町
駅
西
エ
リ
ア
管
理

組
合
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
双
葉
町
民
の
子
ど
も

た
ち
が
撮
影
に
キ
ャ
ス
ト
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
町
民
が
０
人
の
状
態
か
ら
始
ま
っ
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ゆ
え
、
念
願
の
町
民
参
加
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
制
作
拠
点
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
浅
野
撚

糸
様
、
ロ
ケ
の
撮
影
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ふ
た
ば

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
様
に
も
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
く
れ
た
学
生
や

ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
今
後
も
双
葉
町
の
変
化
に
関
心
を
持
ち

続
け
、
ひ
い
て
は
近
い
将
来
、
直
接
的
・
間
接
的
な
形
で

双
葉
の
発
展
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
を
節
に
願
っ
て
い

ま
す
。

画
づ
く
り
体
験
〉は
２
班
に
分
か
れ
、チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
の
若
手
監
督
４
名
を
は
じ
め
、

制
作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
。

さ
ら
に
、
映
画
づ
く
り
経
験
の
あ
る
学
生

リ
ー
ダ
ー
が
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
く
。

２
班
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
本
部
ス
タ
ッ
フ
に

は
プ
ロ
の
制
作
陣
を
揃
え
、
こ
ち
ら
に
も

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
連
続
参
加
す
る
学
生

リ
ー
ダ
ー
を
招
い
た
。

　

こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

で
あ
ろ
う
「
福
島
県
浜
通
り
地
域
」。

２
０
２
５
年
現
在
の
双
葉
町
は
参
加
者
の

目
に
、
ど
の
よ
う
に
映
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

２
０
２
２
年
夏
、
２
０
２
３
年
冬
、

２
０
２
４
年
秋
に
続
き
、
２
０
２
５
年
度

も
福
島
浜
通
り
地
域
・
双
葉
町
に
て
、
今

回
で
４
回
目
と
な
る
「
福
島
浜
通
り
シ
ネ

マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
５
」
が
12
月
16

～
20
日
に
開
催
さ
れ
た
。

「
ぼ
く
ら
の
レ
シ
ピ
図
鑑
シ
リ
ー
ズ
」
な

ど
映
画
を
活
用
し
た
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

を
行
う
キ
ネ
マ
旬
報
企
画
・
映
画
24
区
が
、

経
済
産
業
省
と
共
に
立
ち
上
げ
た
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
芸
術
・
文
化
を
通
じ
た
街
づ

く
り
を
行
う
べ
く
、
映
画
づ
く
り
に
着
目
。

福
島
県
内
の
地
元
市
民
お
よ
び
日
本
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
学
生
・
若
者
た
ち
が
プ
ロ

の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
双
葉
町
で
映
画
づ
く

り
に
挑
戦
す
る
。

　

具
体
的
に
は
ロ
ケ
ハ
ン
、
脚
本
づ
く
り
、

撮
影
、
編
集
、
上
映
会
と
、
映
画
づ
く
り

の
全
工
程
を
同
世
代
の
仲
間
と
協
力
し
て
、

５
日
間
で
映
画
を
完
成
さ
せ
る
。
初
め
て

出
会
う
仲
間
と
過
ご
す
濃
厚
な
時
間
は
刺

激
的
な
体
験
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

当
日
は
、
冬
の
寒
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、

天
候
に
恵
ま
れ
た
５
日
間
と
な
っ
た
。〈
映

　2011年３月11日に発生した東日本大震災で甚大な
被害を受けた福島県浜通り地区。その中の双葉町は、
10年以上０人だった居住者が徐々に増え続け、2025
年４月現在、190人ほどに。政府は地域住民の生業の
再建や企業誘致に着手し、復興・再生に向けてさま
ざまな事業を推進している。
　そんな中、映画24区は芸術や演劇で新たな彩りを
地域にもたらし、その魅力に惹かれる若者たちが集う
流れを作っていきたいと、芸術・文化を通じた地域活
性化イベント「福島浜通りシネマプロジェクト」を企画。
第一線で活躍する映画監督やプロのスタッフたちを福
島浜通り地域に招聘し、日本全国から集まった学生・
若者たちと共に、映画づくり体験から将来のまちづく
りを考えていく。

概要

三谷一夫
㈱キネマ旬報企画 映画24区事業部プロデューサー。映画スクールを運営する傍ら、映画・ドラマ・ＣＭなどの

企画・制作および配給を手掛ける。近年は全国の自治体や地場企業と組んだ映画プロデュース企画や作品に数多く携わる。

復興・再建が進む
福島浜通り・双葉町にて
５日間にわたる
映画づくりに挑む

双
葉
町
で
の
映
画
づ
く
り
で

生
か
さ
れ
る

人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
─
─

ごあいさつ

表紙イラスト：向田優
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本
部

｜全体進

行
｜

大宮実
数多くの作品に携わり、2025年には制作
を担当した「道草キッチン」（白羽弥仁監
督）が公開。その他参加作品に「ハロー
マイフレンド」（市井昌秀監督）、「神社　
悪魔のささやき」（熊切和嘉監督）など。

｜全体進行・イ
ラ
ス
ト
｜

｜制作

｜

向田優
1987年生まれ。「Sin Clock」「メンドウな
人々」（23）「ハローマイフレンド」（25）助
監督や「ソレダケ that’s it」（23）劇中コ
ミック・アニメ作画などを務める。また放
送芸術学院専門学校の講師も務める。

Leader

宮瀬佐知子
神奈川県出身。助監督、AP、キャスティ
ングなどを経験した後、プロデューサーと
して独立。短編監督作「ミルクレディ」が
第21回大阪アジアン映画祭スペシャル・
メンション受賞。プロデューサー作品は「君
が世界のはじまり」「宝島」など。

Leader

林真子
1996年生まれ、兵庫県出身。大学卒業
後は主に美術部として作品に参加。大学
時代の仲間と映像制作集団「世田谷センス
マンズ」を結成。初長編監督作「これらが
全てFantasyだったあの頃。」がぴあフィルム
フェスティバル2024で審査員特別賞受賞。

柳明日菜
熊本県出身。2023年、長編映画『テク
ノブラザーズ』で主演デビュー。初監督・
脚本・主演作『レイニーブルー』が25年
に公開。ゆうばり国際ファンタスティック映
画祭ニューウエーブアワード賞を受賞。

｜制作・車

両
｜

｜制作

｜

｜制作
｜

常本亜実
北海道出身。照明助手として「左様なら」

（19）、制作進行として「メンドウな人々」
（23）「蘭島行」（25）が劇場公開された
ほか、札幌座が手掛ける舞台の制作に携
わる。

｜メイキン
グ
｜

村山暁
2002年生まれ。京都芸術大学卒業制作

「お笑えない芸人」（25）では出演・助監
督を務めSKIPシティ国際Dシネマ映画祭
スペシャル・メンション受賞。出演作「ハ
ローマイフレンド」が公開待機中。

｜学生リー

ダ
ー
｜

日高真優
本プロジェクトには３年連続で参加。前回
は参加者側の学生リーダーを務め、今回
は本部制作スタッフの学生リーダーを務め
る。現在、大学3年生で映画制作を勉
強中。俳優としても活動する。

｜制作サポ

ー
ト
｜

｜編集

｜

伊丹そら
2002年生まれ、沖縄県出身。京都芸術
大学15期生。いまおかしんじ監督が立ち
上げた国映映画研究部では短編「LOST」

（23）、第21回大阪アジアン映画祭で
は出演作「PEAK END」（25）が上映。

水野彩美
（学生リーダー）

一宮レイゼル
伊藤脩平
小熊美由紀
鈴木智恵
中薗菜々子

Crew

Leader

渡邉りか子
1994年生まれ、福岡県出身。日本大学
藝術学部映画学科卒業後、主に俳優と
して活動。2024年、初監督作「すとん」
が第19回大阪アジアン映画祭インディ・
フォーラム部門で入選し、翌年に２作目「心
玉」との２本立てで劇場公開を果たした。

Leader

北林佑基
1996年生まれ。神戸芸術工科大学に進
学し、石井岳龍監督に師事。映像制作
集団「世田谷センスマンズ」を結成し映画
制作に携わる。経済産業省の次世代クリ
エイター支援事業「創風」に採択され短編

「パッキン太郎」を制作中。

｜制作・車

両
｜

條々淳
電機メーカー勤務。エンタテビジネスの
新規事業開発に携わり、4D、ドローンなど
を活用した体験型コンテンツの企画・推
進に従事。現在は「映画館」を起点に、
新たな体験価値の創出に取り組む。

｜制作サポ

ー
ト
｜

二宮絵梨香
1998年生まれ、福岡県出身。主に俳優
として活動し、2025年には主演作「はな
びのひ」、ほか「早乙女カナコの場合は」

「悪い夏」が公開。現在、初の長編映
画監督作を準備中。

｜編集

｜

松本佳樹
1995年生まれ。神戸芸術工科大学卒業
後、世田谷センスマンズに所属し編集な
どに携わる。「地球星人(エイリアン)は空
想する」がSKIPシティ映画祭2023にて
優秀作品賞&SKIPシティアワード受賞。

中澤莉胡
（学生リーダー）

中亮介
佳香
九條えり花
白川紗江
村川晴南

Crew

全体統括
三谷一夫
事務サポート
曺明実
我妻詩穂子
山下みお
星野晃志
パンフレット制作
稲越一之
岡嵜優子
葛西佳子

Staff

四宮義斗
1990 年生まれ、徳島県出身。俳優と
して映画やドラマなどの制作に携わる。
2025年には制作スタッフとして参加した

「すとん」、俳優として出演した「道草キッ
チン」が公開。

迫あすみ
神奈川県出身。大学卒業後カナダで映
像を学ぶ。卒業後帰国、撮影助手として
主にドラマの撮影に携わる。2014年か
ら2年間はオーストラリアを拠点に活動。
2021年撮影監督として独立。

プリンセス・アンポール
フィリピン出身。高麗大学メディアスクール
卒。2024年に短編「パサルボン」を脚本・
監督・プロデュース、現在SNSショートド
ラマ「ハロハロ・ハウス」の脚本・監督を
務める。初の長編映画監督作を準備中。

ス
タ
ッ
フ

介

２
チ
ー
ム
体
制
で
制
作
。
若
手
映
画
監
督
ほ
か
、
撮
影
・
録
音
・
編
集
を
指
導
す
る
制
作

ス
タ
ッ
フ
や
車
両
担
当
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
、
本
部
ス
タ
ッ
フ
も
手
厚
く
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

5日間のスケジュール

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

1 2.16 火 1 2.17 水 1 2.18 木 1 2.20 土1 2.19 金

オリエンテーション

企画会議・シナハン等
オリエンテーション

企画会議・シナハン等
オリエンテーション

各自、現地へ移動
13：15
集合

夕食

自由時間
（各チーム毎）

朝食

伝承館見学
双葉を知る町ガイド

昼食

脚本づくり

双葉町の子どもたち
撮影に参加

朝食 朝食 朝食

撮影準備
発表準備

昼食 昼食

昼食 &  地域交流会

撮影 撮影

撮影

編集

編集

上映発表会

夕食 夕食

自由時間
（各チーム毎）

自由時間
（各チーム毎）

各自、帰宅

&

&

夕食
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12
月
16
日
、
午
後
１
時
過
ぎ
。
Ｊ
Ｒ
双

葉
駅
に
集
合
し
た
参
加
者
一
行
は
、
ひ

と
足
先
に
現
地
入
り
し
た
本
部
ス
タ
ッ

フ
に
出
迎
え
ら
れ
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
会
場
と
な
る
浅
野
撚
糸
の
施
設
「
双

葉
ス
ー
パ
ー
ゼ
ロ
ミ
ル
」
へ
。
糸
や
タ
オ

ル
製
品
を
双
葉
町
か
ら
国
内
外
に
発
信
し

て
い
こ
う
と
２
０
２
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
同
施
設
は
、
復
興
産
業
拠
点
と
し
て
雇

用
や
人
の
流
れ
を
創
出
、
新
た
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

　

浅
野
撚
糸
の
ご
厚
意
に
よ
り
広
め
の
会

議
室
が
用
意
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
と
参
加
者

が
初
顔
合
わ
せ
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

九
州
と
、
日
本
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
は
ほ
ぼ
初
対
面
、
し
か
も
初
め
て
双

葉
町
を
訪
れ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
三
谷
一
夫
統
括
が
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
を
説
明
す
る
と
同
時
に
、

２
０
１
１
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
災
害
の
影
響
で
当
時
７
０
０
０
人

だ
っ
た
住
民
が
全
員
退
避
、
人
口
ゼ
ロ

だ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
当
初
の

双
葉
町
の
様
子
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

双
葉
町
の
人
々
が
恐
れ
る
の
は
震
災
の

記
憶
が
薄
れ
る
こ
と
。
幼
い
子
ど
も
た
ち

は
当
然
、
生
ま
れ
る
前
の
震
災
の
こ
と
は

知
ら
な
い
。
今
後
、
そ
ん
な
若
い
人
た
ち

が
増
え
て
い
く
こ
と
か
ら
も
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
福
島
浜
通
り
・
双

葉
町
を
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
存
在

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
、
数

少
な
い
町
民
の
願
い
で
も
あ
る
。

　

初
日
は
ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
か
ら
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
挨
拶

の
後
、班
分
け
さ
れ
た
A
チ
ー
ム
、B
チ
ー

ム
ご
と
に
自
己
紹
介
。
こ
れ
ま
で
の
参
加

者
と
は
異
な
り
、
そ
の
多
く
は
少
な
か
ら

ず
映
画
の
現
場
を
経
験
し
て
い
る
と
い
う
。

た
だ
、
制
作
側
に
ま
わ
っ
た
こ
と
が
な
く
、

概
ね
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
ロ
ケ
ハ
ン
、

脚
本
づ
く
り
、
撮
影
、
編
集
、
上
映
会
と
、

映
画
づ
く
り
の
全
工
程
を
５
日
間
で
行
う

こ
と
は
無
謀
な
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か

も
今
回
は
安
全
管
理
体
制
を
強
化
し
よ
う

と
、
１
日
の
作
業
時
間
を
抑
え
る
な
ど
自

主
規
制
を
進
め
る
意
識
改
革
を
実
施
、
無

理
の
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
挑
戦
す
る
。

加
え
て
、
住
民
に
も
映
画
づ
く
り
に
参
加

し
て
も
ら
う
べ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
事

前
に
開
催
（
Ｐ
13
参
照
）
す
る
な
ど
、
新

し
い
試
み
が
行
わ
れ
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

映
画
づ
く
り
に
参
加
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
ク
ル
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹

介
。
２
時
間
に
わ
た
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要
と
映
画
制
作
の
流
れ
を
掴
む
。

D a y 1

　

映
画
づ
く
り
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
ま

ず
は
双
葉
町
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
２
日
目
の
午
前
中
に
は
こ
の
町
の
歴

史
を
知
る
「
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝

承
館
」
見
学
と
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

２
０
１
９
年
に
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
ふ

た
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
町
ガ

イ
ド
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
た
。

　

映
画
づ
く
り
―
―
特
に
脚
本
づ
く
り
と
ロ
ケ
ハ

ン
の
一
助
に
な
る
と
、
真
剣
に
説
明
を
受
け
る
参

加
者
た
ち
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
実
際
、
上

映
会
で
は
「
美
し
い
風
景
が
撮
れ
た
」「
ま
た
双

葉
町
に
戻
っ
て
き
た
い
」
と
感
謝
す
る
。

旧駅舎憩いのスペース
双葉駅旧駅舎は来訪者の憩いと交流の場として活
用。双葉町を紹介するパネルなども展示する。

m a p

1

旧三宮堂田中医院診療所
大正時代位に建造された木造洋館風医院建築。
2022年に国登録有形文化財に登録された。

m a p

4

壁画アート
各地で壁画アート制作事業を実施するOVER ALLs
が駅周辺の空き店舗などに壁画を描き話題に。

m a p

2

双葉町産業交流センター
復興の中枢を担う交流センター内には土産物店や
フードコート、コンビニが入っている。

m a p

6

相馬妙見宮初發神社
大震災の影響で傾いた神殿などが修復された。由
緒ある神社は今も昔も町民の心の拠り所。

m a p

3

東日本大震災・原子力災害伝承館
東日本大震災と原子力災害の貴重な資料が展示。
災害を経験した語り部による講和も実施される。

m a p

7
震災の教訓を次世代に継承する、県内随一のアーカイブ
拠点施設「東日本大震災・原子力災害伝承館」を見学。
改めて双葉町の歴史を知る

オリエンテーションの進行を務めるのは４回目の
参加となる向田優氏。プロジェクター、ホワイトボー
ドを使い全体の概要を説明していく。少々緊張
しながら説明を受けるスタッフ＆クルーの皆さん

ふたばプロジェクト
のツアーは２チーム
に分かれ、被災し
た建物から復興に
向けて作られた新
たな名所などをめ
ぐる

を知る町ガイド

オリエンテーション後は
チームごとに分かれ、それ
ぞれコミュニケーションを
図る。Aチームは会議室、
Bチームはカフェスペース
へ移動し、食事しながら
ミーティング
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D a y 2　

今
回
、
参
加
者
た
ち
が
挑
戦
す
る
作
品

の
テ
ー
マ
は
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」。
さ
ら
に
、

事
前
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
の
出
演
シ
ー
ン
を
入
れ

る
こ
と
が
お
題
と
し
て
出
さ
れ
た
。
し
か

も
子
ど
も
た
ち
の
撮
影
は
２
日
目
の
夕
方

一
度
き
り
。
そ
れ
ま
で
に
大
ま
か
な
ス

ト
ー
リ
ー
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

１
日
目
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
、

各
チ
ー
ム
と
も
企
画
会
議
を
行
う
と
同
時

に
、
シ
ナ
ハ
ン
（
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ
＝
脚
本
を
書
く
前
に
、
舞
台
と
な
る
場

所
や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
下
見
・
調
査
・
取

材
を
行
う
作
業
）
を
行
い
、
ま
ず
は
脚
本

の
下
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

脚
本
づ
く
り
の
参
考
に
な
っ
た
の
は
、

２
日
目
の
ふ
た
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

ま
ち
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
。
駅
周
辺
か
ら
神
社
、

壁
画
が
点
在
す
る
街
中
を
見
て
回
る
こ
と

で
、
つ
く
り
た
い
映
画
の
イ
メ
ー
ジ
が
膨

ら
ん
で
い
く
。舞
台
と
な
る
撮
影
場
所（
ロ

ケ
地
）
は
物
語
を
組
み
立
て
る
鍵
に
も
な

る
だ
け
に
、
参
加
者
も
下
見
・
選
定
に
余

念
が
な
い
。

　

本
格
的
な
脚
本
づ
く
り
は
２
日
目
の
午

後
か
ら
。「
テ
ー
マ
の
『
プ
レ
ゼ
ン
ト
』
か

ら
派
生
す
る
言
葉
や
イ
メ
ー
ジ
を
付
箋
に

書
き
出
し
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ト
に
貼
っ
て

い
っ
た
」「
双
葉
町
を
ど
う
素
敵
に
生
か

せ
る
か
、
み
ん
な
の
体
験
談
を
そ
れ
ぞ
れ

披
露
」
す
る
な
ど
、
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

「
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
や
り
た
い
こ
と
は
あ

る
が
、
一
人
で
も
こ
れ
は
や
り
た
く
な
い

と
の
意
見
が
出
た
ら
絶
対
無
視
し
た
く
な

い
と
、
と
こ
と
ん
話
し
合
っ
た
」
こ
と
か

ら
、
B
チ
ー
ム
の
脚
本
づ
く
り
に
は
か
な

り
の
時
間
を
要
し
た
。
が
、
決
し
て
妥
協

は
し
な
か
っ
た
と
振
り
返
る
。

　

一
方
、
A
チ
ー
ム
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
制
限

や
ル
ー
ル
が
あ
る
な
か
、
ど
う
取
捨
選
択

し
て
い
く
か
の
作
業
を
凝
縮
し
て
や
り

き
っ
た
」
満
足
感
が
あ
っ
た
と
い
う
。
完

成
作
品
の
尺
は
10
分
と
決
ま
っ
て
い
る
だ

け
に
、
か
な
り
の
絞
り
込
み
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

B
チ
ー
ム
は
先
に
撮
影
し
た
子
ど
も
た

ち
と
の
シ
ー
ン
を
核
に
し
た
展
開
に
、
A

チ
ー
ム
は
細
か
な
台
詞
は
決
め
ず
、
現
場

で
作
り
上
げ
て
い
く
形
で
進
行
。
実
質
３

日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
活

用
し
よ
う
と
、
撮
影
準
備
を
進
め
た
。

映画づくりの
進め方を学ぶ

講
習
会
1

映画製作における

ハラスメント防止＆

安全対策について学ぶ

講
習
会
2

　

２
０
１
７
年
以
降
、
世
界
に
広
が
っ
た

#M
eeToo

運
動
は
映
画
業
界
に
深
く
根

付
い
て
い
た
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
は
び
こ
る
問
題

を
表
面
化
。
肉
体
的
・
精
神
的
・
言
動
的

暴
力
は
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
業
界
全

体
の
シ
ス
テ
ム
不
全
と
し
て
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
。
と
同
時
に
、
低
予
算
・
過
密
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
安
全
管
理
責
任
の
曖
昧
さ
、

「
映
画
だ
か
ら
リ
ア
ル
を
追
求
す
る
」
と

い
っ
た
無
理
な
演
出
に
よ
る
事
故
も
起
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
映
画
制
作
に
お
い
て

も
例
外
な
く
、
働
き
方
改
革
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
状
況
下
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
安
全
対
策
」
に
つ
い

て
の
意
識
を
持
ち
映
画
づ
く
り
に
臨
む
べ

き
と
、
宮
瀬
佐
知
子
リ
ー
ダ
ー
が
そ
れ
ら

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
解
説
。
深
夜
・
長
時

間
労
働
に
な
ら
な
い
ル
ー
ル
決
め
を
自
主

的
に
徹
底
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

映画制作においての搾
取・差別・ハラスメント
を起こさないための具体
的な取り組みは今回初

が
動
く
。
脚
本
が
上
が
れ
ば
、
各
部
の
視

点
・
立
場
で
映
画
を
完
成
す
る
ま
で
の
プ

ラ
ン
や
ア
イ
デ
ア
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

監
督
、
助
監
督
、
撮
影
、
照
明
、
録
音
、

美
術
、
衣
装
メ
イ
ク
、
制
作
、
そ
し
て
俳

優
部
と
共
に
打
ち
合
わ
せ
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
行
う
。
技
術
・
時
間
・
規
模
な
ど
を
す

り
合
わ
せ
、
撮
る
た
め
の
戦
略
を
考
え
、

助
監
督
は
撮
影
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
香
盤
表
）

を
組
ん
で
い
く
。
問
題
を
予
想
し
て
先
手

先
手
を
打
つ
こ
と
が
肝
要
。
決
定
事
項
な

ど
の
情
報
を
共
有
し
、
各
部
署
が
連
携
を

と
っ
て
映
画
づ
く
り
は
進
ん
で
い
く
。

　

映
画
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
る
の
か
。

そ
の
基
礎
を
知
っ
て
お
こ
う
と
、
数
多
く

の
作
品
を
手
掛
け
て
き
た
全
体
進
行
の
向

田
優
氏
に
よ
る
「
映
画
づ
く
り
講
座
」
が

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
映
画
づ
く
り
の
現
場
に
立
ち

会
っ
た
経
験
者
が
多
い
も
の
の
、
全
体
的

な
流
れ
や
細
か
な
役
割
を
知
ら
な
い
人
が

ほ
と
ん
ど
。
映
画
づ
く
り
の
資
料
を
も
と

に
「
ど
ん
な
部
署
・
役
割
が
あ
る
の
か
」

の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
改
め
て
、
映
画
の

企
画
・
制
作
・
上
映
に
至
る
ま
で
多
く
の

人
が
か
か
わ
っ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。

　

う
ち
制
作
部
は
撮
影
場
所
を
内
容
に
応

じ
、
数
多
く
の
ロ
ケ
ハ
ン
を
経
て
、
申
請

を
行
う
。「
現
場
の
土
台
づ
く
り
」
に
欠
か

せ
な
い
重
要
な
役
割
を
務
め
て
い
る
。

　

脚
本
は
映
画
制
作
に
と
っ
て
必
要
な
設

計
図
。
ト
書
き
一
つ
で
人
や
時
間
、
予
算

「撮影をさせていただいて
いる感謝を忘れずに安全
第一で５日間を過ごして欲
しい」と向田氏は伝える

本
づ
く
り 

ロ
ケ
ハ
ン

居
住
人
口
ゼ
ロ
状
態
が
10
年
以
上
続
い
た
双
葉
町
に
は
、
ほ
か
の
町
に
は
見

ら
れ
な
い
風
情
が
漂
う
。
一
方
で
、
復
興
・
再
建
が
進
む
中
、
今
し
か
撮
れ
な

い
双
葉
を
舞
台
に
し
た
脚
本
づ
く
り
に
も
力
が
入
る
。

and

一つの作品に向かって
話し合いを進め、ジャッ
ジしていく作業を短期間
に進めていくのは至難
の業。互いを尊重しな
がら活発な意見が出た

Aチームは「疎遠になっていた４人が１枚のカードをきっかけ
に再会。それぞれ抱えた問題をぶつけ合い、そこから止まっ
ていた４人の時間が再び動き出す」ストーリーに

テーブルを囲んだり、椅
子を並べて囲んだり、
ホテルの一室に移動し
たりと、濃厚なミーティン
グが繰り返された

Bチームは「プレゼントという単語から“恩送る”という言葉
が出てきた。恩送りは相手に限らず恩がめぐって返ってくる
こと。そこからストーリーを展開」していった
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影

　

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
異
な
る

の
は
、
脚
本
完
成
前
に
双
葉
町
の
子
ど
も

た
ち
の
撮
影
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
。
撮
影
時
間
も
２
日
目
の
16

～
19
時
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

手
際
よ
く
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

A
チ
ー
ム
は
登
場
人
物
の
15
年
前
と
い

う
設
定
で
、
子
ど
も
た
ち
が
宝
物
を
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
缶
の
中
に
入
れ
る
シ
ー
ン
を

撮
影
。
室
内
で
子
ど
も
た
ち
に
思
い
思
い

の
工
作
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　

Ｂ
チ
ー
ム
は
駅
前
の
「
ふ
た
ば
、
ふ
た

た
び
☆
み
ら
い
へ
の
ヒ
カ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
撮

影
。
登
場
人
物
が
偶
然
出
会
っ
た
子
ど
も

た
ち
に
カ
メ
ラ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
シ
ー

ン
だ
が
、
電
飾
を
撮
る
た
め
シ
ャ
ッ
タ
ー

ス
ピ
ー
ド
を
考
慮
し
た
技
術
力
が
求
め
ら

れ
る
撮
影
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
翌
日
、
本
格
的
な
撮
影
が
ス

タ
ー
ト
。
ま
ず
は
完
成
し
た
脚
本
に
し

た
が
っ
て
撮
影
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い
く
。

早
々
に
脚
本
を
あ
げ
撮
影
を
開
始
し
た
の

は
A
チ
ー
ム
。
た
だ
、
台
詞
を
現
場
で
組

み
立
て
て
い
く
た
め
、
入
念
な
リ
ハ
ー
サ

ル
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
。
さ
す
が
演
技

経
験
の
あ
る
出
演
者
た
ち
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
反
映
、

ア
ド
リ
ブ
力
で
撮
影
を
進
め
て
い
く
。

　

ロ
ケ
地
は
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
、
図
書

館
、
神
社
、
地
下
道
な
ど
日
常
的
な
双
葉

町
の
風
景
が
う
ま
く
取
り
込
ま
れ
る
。
今

回
、
最
年
少
の
参
加
者
と
な
っ
た
高
校
１

年
生
の
伊
藤
脩
平
く
ん
は
「
歩
き
な
が
ら

の
撮
影
は
ず
っ
し
り
と
重
み
が
あ
っ
た
」

と
、
機
材
と
カ
メ
ラ
マ
ン
の
責
任
の
重
さ

を
感
じ
た
と
振
り
返
る
。

　

Ｂ
チ
ー
ム
は
午
後
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

日
没
が
早
く
、
撮
影
は
時
間
と
の
戦
い
だ

が
特
に
焦
る
様
子
も
な
く
、
丁
寧
に
カ
ッ

ト
を
重
ね
て
い
く
。
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ー
ン

は
女
性
３
人
が
旅
す
る
ハ
イ
エ
ー
ス
を

使
っ
て
の
撮
影
。
俳
優
と
し
て
も
活
動
す

る
佳
香
さ
ん
が
１
週
間
前
か
ら
始
め
た
と

い
う
ギ
タ
ー
を
使
い
、
即
興
で
歌
を
披
露
、

堂
に
入
っ
て
い
る
の
が
凄
い
。

　

翌
日
は
双
葉
町
で
働
く
齊
藤
泰
道
さ
ん

が
参
加
。
演
劇
活
動
を
し
て
い
た
と
い
わ

れ
る
だ
け
あ
り
、
出
演
者
た
ち
と
の
絡
み

も
ご
く
自
然
。
霜
も
降
り
た
寒
い
朝
で
の

撮
影
な
が
ら
、
驚
異
の
集
中
力
で
次
々
と

主
要
シ
ー
ン
を
撮
り
切
っ
て
い
っ
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
ひ
と
段

落
し
た
と
こ
ろ
で
、

技
術
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
機
材
の
講
習
会
が

行
わ
れ
た
。
映
画
や
ド

ラ
マ
な
ど
の
撮
影
現
場

で
出
演
し
た
経
験
を
持

つ
参
加
者
は
多
い
も
の
の
、
や
は
り
本
格

的
な
機
材
を
実
際
に
手
に
し
て
操
作
し

た
人
は
少
な
い
。

「
俳
優
は
監
督
や
演
出
部
の
領
域
に
踏

み
込
ん
で
は
い
け
な
い
と
い
う
暗
黙
の

ル
ー
ル
が
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
不
自
由
に

感
じ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
制
作
の

仕
事
も
し
て
み
た
く
、
技
術
的
な
講
習
を

受
け
た
う
え
で
映
画
づ
く
り
に
参
加
で

き
る
の
は
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
す
」
と
、

参
加
者
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
。

　

講
師
は
Ａ
チ
ー
ム
の
制
作
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
、
撮
影
監
督
の
迫
あ
す
み
氏
。
カ

ナ
ダ
で
学
び
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
経
験

を
積
ん
だ
撮
影
技
術
を
分
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
く
。
さ
ら
に
各
チ
ー
ム
の

リ
ー
ダ
ー
、
本
部
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
が
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
カ
メ
ラ
、
マ
イ
ク
、
モ

ニ
タ
、
結
線
な
ど
機
材
の
説
明
を
は
じ

め
、
撮
影
の
コ
ツ
、
マ
イ
ク
の
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
、
さ
ら
に
カ
チ
ン
コ
の
使
い
方
を

披
露
す
る
。

シ
ナ
ハ
ン
、
脚
本
づ
く
り
、
ロ
ケ
ハ
ン
が
終
わ
り
、
映
画
づ
く
り
の
メ
イ
ン

と
な
る
撮
影
に
シ
フ
ト
。
演
技
指
導
、
さ
ら
に
撮
影
・
録
音
な
ど
の
技
術
指
導

を
受
け
な
が
ら
撮
影
は
進
む
。

あらかじめ参加者には資料が配
られ、迫氏の説明と照らし合わ
せながら確認していく

モニタのほか、タブレット
などを使い、撮った画に
ついて解説していく

カメラ、
録音マイクなどの
使い方を学ぶ

講
習
会
3

プロ仕様の音声マイクはカ
バーを使った方法も。カメ
ラにあわせたポジションの
取り方が肝となる

講習を受けた後は実際に
参加者たちがそれぞれ操
作。会議室を出た後はチー
ムごとに実践してみる

子どもたちにはふたばプロ
ジェクトが管理する洋館、旧
三宮堂田中医院診察所に
集合してもらい建物内で撮
影。出演者の子ども時代の
設定だったが、偶然にもどこ
か雰囲気が似ている!?

すすきが生い茂る広場に
ハイエースを停めて車内
のシーンを複数カット撮
影。狭いだけに撮影も工
夫が凝らされる

双葉町駅前イルミネーション
のテーマは「未来へ続く光の
トンネル」。偶然にも、Bチー
ムが題材にした“恩送り”、
恩がめぐる＝子どもたちの未
来へ託したカメラのプレゼン
トと意味が重なった

最年少の伊藤脩平く
んは東日本大震災の
被害が大きかった福
島県相馬市から参加

出演者同士が
ヘアメイクを担
当しながら臨む

図書館前の広場では
仕出し弁当の福島浜通
り名物、なみえ焼きそ
ばも小道具として活用

産業交流センターでは外階段、屋上を
使って撮影。風が若干強めながら晴天
の撮影日和

会社出勤前の齊藤さ
んとの撮影は早朝に決
行。霜が降りる今冬一
番の寒さとなった

北林リーダーが体調不良で
離脱するアクシデントを乗り
越え、無事クランクアップ！
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編
集

映
画
の
出
来
を
左
右
す
る
編
集
作
業
。
撮
り

だ
め
た
素
材
を
ど
う
生
か
し
、
つ
な
い
で
い

く
か
。
専
門
の
機
器
を
使
い
な
が
ら
、
完
成

に
向
け
て
の
作
業
を
進
め
る
。

　

ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
て
ホ
ッ
と
す
る
間

も
な
く
編
集
作
業
へ
。
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
時
間
が
許
す
限
り
作
業
を

粘
っ
て
い
た
が
、
今
回
は
終
了
の
時
間
を

決
め
て
取
り
組
む
こ
と
に
。
時
間
を
無
駄

に
し
た
く
な
い
と
、
集
中
し
て
臨
む
姿
勢

が
頼
も
し
い
。
ま
た
、
両
チ
ー
ム
に
プ
ロ

の
編
集
者
が
つ
い
て
い
る
の
も
心
強
い
。

　

編
集
は
撮
影
し
た
素
材
を
ど
う
切
っ
て

つ
な
い
で
い
く
か
も
重
要
だ
が
、
効
果
音

や
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
挿
入
、
色
味
の
調
整
、
特
殊

効
果
、
タ
イ
ト
ル
を
ど
う
み
せ
る
か
、
エ

ン
ド
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
入
れ
方
、
選
曲
な
ど

細
か
な
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

A
チ
ー
ム
は
ま
ず
台
本
の
流
れ
を
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
出
し
、
映
像
を

チ
ェ
ッ
ク
。
挿
入
し
た
い
風
景
を
追
加
で

撮
り
に
行
く
実
景
班
と
編
集
班
に
分
か
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
動
き
出
し
た
。
編
集
班
は
技

術
ス
タ
ッ
フ
の
プ
リ
ン
セ
ス
・
ア
ン
ポ
ー

ル
氏
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
編

集
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
進
め
て
い
く
。

　

一
方
、
B
チ
ー
ム
は
大
き
な
モ
ニ
タ
に

編
集
ソ
フ
ト
の
画
面
を
映
し
、
松
本
佳
樹

氏
が
み
ん
な
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
手
際

よ
く
編
集
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の

場
で
ア
フ
レ
コ
や
効
果
音
を
収
録
で
き
る

よ
う
マ
イ
ク
を
用
意
し
、
親
戚
が
集
ま
っ

た
と
き
の
様
子
（
ガ
ヤ
）
を
再
現
。
Ｂ
Ｇ

Ｍ
に
も
こ
だ
わ
り
、
翌
朝
、
村
川
晴
南
さ

ん
が
作
曲
し
た
曲
を
収
録
し
た
。

　

か
ね
て
か
ら
地
元
住
民
の
み
な
さ
ん
を

巻
き
込
み
、
と
も
に
映
画
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
、
昨
年
度
は
「
映
画
に
一

緒
に
出
よ
う
！
」
と
エ
キ
ス
ト
ラ
を
募
集
。

さ
ら
に
今
年
度
は
も
う
一
歩
踏
み
込
み
、

一
緒
に
ア
イ
デ
ア
を
考
え
た
り
、
本
格
的

な
演
技
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
事
前
に
開
催
し
た
。

　

向
田
優
氏
を
講
師
に
迎
え
、
学
生
リ
ー

ダ
ー
の
水
野
彩
美
さ
ん
、
中
澤
莉
胡
さ
ん
、

日
高
真
優
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
、
昨
年
も
エ

キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
し
て
く
れ
た
綾
部

蒔
千
ち
ゃ
ん
、灯
来
ち
ゃ
ん
、高
久
田
寧
々

ち
ゃ
ん
を
含
む
６
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
た
。

　

最
年
長
は
小
学
校
６
年
生
。
い
ず
れ
も

震
災
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
歌
っ
て
踊

る
姿
を
見
て
い
る
だ
け
で
地
元
の
大
人
た

ち
は
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
彼

ら
の
出
演
シ
ー
ン
が
期
待
さ
れ
る
。

カメラ慣れしているお子さんも多く、
何事も物おじせず積極的に参加。明
るいパフォーマンスを披露する

市民参加による
ワークショップ開催

出演
村川晴南、佳香、九條えり花、中亮介、中澤莉胡、白川紗江、（協
力してくれた地域の方）齊藤泰道、綾部蒔千、綾部灯来、高久
田寧々

STORY
ハイエースで旅するハル、エリカ、カコの女性３人組。双葉町に
たどり着くも、道が分からずガソリンもなくなりイライラし始めたエ
リカを、二人はまるで気にする様子がない。さすがにお腹もすい
たからと、３人は車から降りてぶらぶらとまち歩き。だがハルは一
人、手持ちのカメラで景色をひたすら収めるだけで一向に口を
開かず、画像を見せることもしない……。

出演
水野彩美、一宮レイゼル、小熊美由紀、鈴木智恵、四宮義斗、
伊藤脩平、（双葉町の子どもたち）綾部蒔千、綾部灯来、岩本
真歩、岩本真芽、高久田寧々

STORY
思い思いの宝物をタイムカプセル缶に入れた４人の子どもたち。
15年後、成長した彼らのもとに「2025年12月20日午前10時　
双葉町こども園に集合」といった招待カードが見つかる。久しぶ
りに再会し話が弾むも、肝心のタイムカプセルを保管した場所は
見つからない。そんな状況にイライラし始めた４人。そのうち険悪
な雰囲気になり、ついには言い合いに……。

（11分）

（12分）

まずは撮影した膨大な映像を台本に沿って確認。最適なカットを選び、脚本に基づいて物語の流れを再構築していく。Aチー
ムの編集班は会議室でモニタを使い、編集作業を進める（写真左）。Bチームはホテルの一室に集まり、編集しながらアフ
レコや手元の追加撮影を行った
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過
ぎ
て
し
ま
え
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
５

日
間
。
緊
張
が
つ
づ
い
た
映
画
づ
く
り
体

験
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
締
め
く
く
る
上
映

＆
発
表
会
を
11
時
よ
り
開
催
、
そ
の
準
備

が
早
朝
よ
り
進
め
ら
れ
た
。
会
場
入
り
口

に
は
手
作
り
の
手
描
き
案
内
板
を
掲
示
。

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と
め
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ト
レ
ー
ナ
ー
＆
メ
モ
帳
な
ど
の
ノ
ベ
ル

テ
ィ
が
来
場
者
向
け
に
用
意
さ
れ
た
。

　

一
方
、
各
チ
ー
ム
は
完
成
作
品
の
上
映

テ
ス
ト
を
実
施
。
音
声
、
明
る
さ
な
ど
の

調
整
を
行
う
の
だ
が
、
今
回
は
な
か
な
か

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
像
が
映
し
出
さ
れ
ず
、

関
係
者
の
肝
を
冷
や
し
た
。
な
ん
と
か
ぎ

り
ぎ
り
間
に
合
い
、
来
場
者
を
迎
え
る
準

備
が
万
全
に
整
っ
た
。
今
年
は
晴
天
に
も

恵
ま
れ
、
双
葉
町
の
人
々
や
撮
影
に
協
力

し
た
関
係
者
で
会
場
は
満
席
と
な
っ
た
。

　

上
映
後
、
リ
ー
ダ
ー
と
参
加
者
た
ち
が

壇
上
に
上
が
り
、
作
品
へ
の
思
い
と
５
日

間
の
映
画
づ
く
り
体
験
の
感
想
を
そ
れ
ぞ

れ
語
っ
た
。
な
か
に
は
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
涙
で
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
る
参
加
者

も
。
完
成
度
も
高
く
、
や
り
き
っ
た
充
実

感
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
た
。

さ
ら
に
今
回
は
撮
影
に
協
力
い
た
だ
い
た

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
双
葉
町
住
民
の

方
々
に
も
感
想
を
伺
う
こ
と
に
。「
双
葉

町
に
と
っ
て
も
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
も
特
別
な
体
験
」「
素
敵
な
作
品

に
感
動
し
た
」
と
の
温
か
い
声
に
励
ま
さ

れ
る
。
と
同
時
に
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
つ
な
が
っ
た
手
ご

た
え
を
感
じ
る
上
映
発
表
会
と
な
っ
た
。

上
映
発
表
会

最
終
日
と
な
る
５
日
目
。
完
成
し
た
作
品
を

関
係
者
ほ
か
一
般
の
お
客
様
に
披
露
す
る
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
を
産
業

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
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「地元の方にも深く関わっていただき、ここからこの
プロジェクトは本格的に動き出すんだと改めて思い
ました。これからも続くプロジェクトにしたいと考え
たく、今回はスタッフとして参加。目標は、今回
参加してくれた子どもたちが学生になった時にこの
プロジェクトに参加してくれること。実現したら泣き
ます。そんな形で、このプロジェクトが双葉町に根
付いたらいいなと思います」

本部学生リーダー・日高真優

「同期からもらった恩送りを元に、この作品を作り
ました。このステージを作ってくれた恩送りもあり、
僕たちもこの作品を介して恩送りができたのかなと
思って嬉しく感動しました」　　 Bチーム・中亮介

「現場経験のある方が多い中、ほぼ未経験の自
分は足を引っ張らないようにと思っていたら、主役
をやることに。遠慮していた気持ちや自信のなさに
関係なく随所で決断を迫られ、未熟でも完成させ
なければならない状況に覚悟を決めました。ここで
しかできなかった経験を糧に、さまざまな表現に関
わっていけたらいいなと思います」

Bチーム・村川晴南

「地元の方に素敵なまちめぐりツアーを催行してい
ただき、またここに戻ってきたいと思える作品ができ
ました」　　　　  Aチームリーダー・宮瀬佐知子

「今回の作品のテーマは“プレゼント”。まさにこの
5日間は自分にとってプレゼントのような時間でし
た」　　　　　　　　　　 Aチーム・伊藤脩平

「出演していないのに、お客様に見ていただくこと
がこんなにもドキドキするなんて。プロの皆様に支
えられ、いろいろ教えていただき、映画づくりは決
して一人ではできないと実感。次の現場でお会い
できるよう精進します」　　 Aチーム・中園菜々子

「１回目から参加していますが、変わりゆく双葉を
映像に残せていけることが嬉しくて。また、改めて
双葉の方との繋がりが芽生えたりと、このプロジェ
クトには大きな意味があると思いました。また来年
も参加したいです」

　Bチーム学生リーダー・中澤莉胡

「自然豊かな素敵な双葉町をどう生かせるか、とこ
とん話し合いました。さらにご参加いただいたお子
さんと出演した私たちに似たところがあるなど、小
さな偶然・奇跡が作品をいい形にしてくれました」

Aチーム・一宮レイゼル

「こだわりが強いメンバーが集まりながらも、ほか
の人の意見を取り入れ、より良い意見を出す良い
循環が生まれ、凄くいい雰囲気で作品をつくるこ
とができました。改めて見た完成作品は引きの画
が多かったこともあり、双葉町の景色はとても綺麗
だと再確認。この景色があってこそ主演の３人が
生き生きとし、映画に素敵なエッセンスを与えてく
れたと思います」　 Bチームリーダー・渡邉りか子

「みんなで意見を出し合って決めたタイトル『めぐる』
をとても気に入っています。主人公ハルの名前か
らして季節が巡り、人との出会いが巡り、感情表
現の一つとしてのカメラが大人から子どもと世代を
巡っていく。車で双葉を巡って映像に焼き付けてい
く――いろいろな意味を重ねました。いただいた恩
をすべてお返しするのは難しいけれど、今回の経
験から監督をやりたい意思も芽生え、表現を通して
これから恩を送っていけたらと思います」

Bチーム・九條えり花

「プロジェクトに参加するのは2回目ですが、メン
バーが違うだけで作り方も雰囲気も全然違う。新
しい発見もあり、凄く充実した5日間になりました」

Aチーム・鈴木智恵

上映会会場入り口には本部スタッフによる手書き案内図を用意
し、Aチーム、Bチームのクルーたちが出迎える。一般客のみな
さんには記帳をお願いし、パンフレットやノベルティをプレゼント

「拝見した映画は素晴らしく、
双葉の現状を撮っていただき、
ありがたく思います。双葉の魅
力を多くの人に伝えていただけ
れば幸いです」と双葉駅西管
理組合・国分信一さん

「一つの目標に向かいみんなが共有する空間の良さ。短
い時間だったからより実感できた」と学生リーダーの水野彩
美さん。出演した子どもたちも登壇し「今年も参加。両チー
ムに出られて楽しかった」「緊張したけど、みんなが協力し
ていい作品ができて嬉しかった」とコメント

お客様からは「子ども
たちの出演が嬉しす
ぎる」「滅多に体験で
きない機会をありがと
う」「みなさんがまた
戻ってきたいと思える
町にしたい」との感想
をいただいた
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